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ホタルの仲間 

日本には50種類ほどのホタルの仲間がいる。実は発光することで知られるホタル

は日本ではゲンジボタルやヘイケボタル、ヒメボタル、それに沖縄久米島にいるクメ

ジマボタルなどで、ほかのほとんどのホタルの成虫は光らず、したがってあまり知ら

れていない。しかし、ホタルの仲間の幼虫はみな発光する。なお、ホタル以外にも多

くの発光生物がいるが、そのほとんどは海にいる。 

ここでは近江にも多いゲンジボタル（写真1）の暮らしぶりを紹介する。 

ゲンジボタルの生活史と生息環境 

ゲンジボタルは河川や水路など、流れのある水系に生息して

いる。成虫は水辺付近を飛んでいるが、その幼虫が水中生活し

ているので、水生生物にも位置づけられる。大津市付近では成

虫は5月下旬から6月中旬に現れ、卵は水際のコケなどに産み付

けられて、1か月ほどで孵化する。生まれた小さな幼虫は、水中

生活へ移動し、翌春までカワニナという巻貝を食べて成長す

る。春先の雨の夜、成長した幼虫は川岸に上陸し、土中で蛹に

なる。したがって、ゲンジボタルが生息するためには、成虫が

飛び回る川辺空間、産卵場所、水中の幼虫の生息場所、土中で蛹になるための川岸環境が揃っていなけれ

ばならない（表1）。とはいえ、これらの環境はふつうどこの川にもある（あった？）環境であろう。 

ゲンジボタルの生息環境を詳しく紹介しよう。 

この幼虫は、流れのある河川や水路の水底に住んでいる。しかし、

幼虫の体つきはイモムシ型で、弱々しい脚とアゴしかもっていない

（写真2）。こういう体形なので、泳ぐことも何かにしっかりつかまる

こともできないし、自分で穴を掘ることもできない。なので、流れを

避けるために石などの下や隙間に入り込んでいる。しかし、流れがゆ

るい場所では、石などは泥や砂で埋もれてしまい、石のまわりに隙間

がなくなる。では流れが速いとどうなるか。砂泥は流されて石のまわ

りの隙間は多くなるかもしれないが、幼虫も流される危険が増す。だから、そこそこの流れの場所が必要

となる。自然の川では淵や瀬があって、その途中のどこかに適度な流れの場所がある。しかし水路は環境

が一様で、流れが遅すぎたり、速すぎたりすると住めないことになる。偶然だが、かつて野菜や食器の洗

い場として使っていた生活用水路は幼虫にとって住みよい流れとなっていた。そして野菜くずや残飯が流

れることによって水路内の養分が増え、それは幼虫の餌であるカワニナにとってもよい餌環境となる。今

なら富栄養化と叱られるかもしれないが、水路が汚れて使えなくなるようなことはご法度だった。 

 
遊磨 正秀 
龍谷大学名誉教授・全国ホタル研究会会長 
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写真1 ゲンジボタル成虫 

表1 ゲンジボタルの生活に必要な環境要素 

 生活場所 環境要素 

成虫 川辺 暗い空間(雌雄の光通信のため) 

飛翔空間(雄が飛びながら雌を探す) 

交尾場所・休息場所(草や樹木) 

卵 川辺 水面直上または水際のコケ 

幼虫 川底 石礫(浮き石) 

餌(カワニナ) 

蛹 川岸(土中) 柔らかい土壌 
 

写真2 上陸してきたゲンジボタル幼虫 
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では蛹にとって必要な環境とはどんなものだろうか。水中で暮らしてきた幼虫は春先に川岸に上陸して

くる（写真2）。雨の夜に上がってくるのは、乾燥を避けるためであろう。その幼虫は土中に繭のような部

屋を作って蛹になる。しかしやはり、幼虫は自分で地面に穴を掘ることができない。なので、土中に入り

込むためには、ちょっとした隙間から土中に潜りこんで、土中で空間を拡げられるような、ふかふかした

柔らかい地面が必要となる。腐植土が発達しているような場所である。そう、地面に落ち葉一つないよう

なグランドのような硬い地面では蛹になることができないのである。が、自然の川では岸際に植生が発達

した場所も多いし、水路でも石垣の間に隙間があればそういう場所でもよい。 

また、成虫にとっての水辺環境も重要である。まず、余り知られていないの

が、産卵場所環境であろう。西日本のゲンジボタルは雌が集まって集団で産卵

する性質がある（写真3）。卵はどこでも産み付ければよいというものではなく、

雌は場所を選んでいる。卵から生まれたばかりの幼虫は体長2mmほどしかな

い。その小さなイモムシが枯葉の積もった草生した岸を歩いて水際にたどりつ

くのは困難である。では、どうすれば楽か。落ちればよいのである。雌は下に

水面があるような川面につき出た岩陰などを産卵場所に選んでいる。しかも自

然河川では増水に備えてか、水面から1mほど上の場所を選ぶ。ところが最近

の護岸工事された河川や水路ではそういう場所が乏しい。なので水際に近い場

所に卵を産み付けるが、幸い、人が管理している水路の多くは、雨が降っても

さほど増水しないので、卵にとっても安全なようである。 

むろん、成虫にとっては有効に光交信するために暗い環境が必要である。人の都合で街灯がつけられれ

ば、ホタルにとっては迷惑な状況となる。木陰などでうまく光が遮られれば、成虫も何とか暮らしていけ

るようだが、近年のとても明るいLED街灯はとても心配な存在である。 

ゲンジボタルの発生期と気温 

ゲンジボタルの成虫の出現タイミングは温度条

件に依存している。最近は地球温暖化が問題視され

ているが、ゲンジボタルの場合、年平均気温の変化

とはあまり関係なく、むしろ４-５月の蛹期の気温

に左右されるようである（図1）。つまりその時期の

気温が高ければ成虫は早く現れ、低ければ遅くなる

傾向がある。 

では、成虫の発生量が増減するのはなぜか。生物

ではその数量が増減するのは当たり前の現象であ

る。ゲンジボタルの場合は、幼虫が河川などに生息

しているので、ふ化直後の梅雨末期や秋の台風時の

降雨などが多ければ翌年の成虫は減り、それが少ないと増える傾向がある。やはり増水によって幼虫が流

されるようで、それに耐えられるように増えられる時は増えられるようにたくさんの卵を産むようである。 

ホタルの盛衰、付記 

ところでホタルは減ってきたと言われている。ではいつから減り始めたのだろうか。最近興味深い記事

が発表されている。それによると、明治時代末から大正時代にかけて鉄道網が発達したことと関係がある

という。どういうことかというと、鉄道の発達により、より多くのホタル成虫を迅速に遠方まで運ぶこと

ができ、また鉄道各社が都市近郊にホタルを大量に放して客寄せを計ったというのである。むろん、昭和

時代初期・中期の農薬等の影響もぬぐえないが、それ以前に有名どころのホタルが激減したのは、都市近

郊での需要だったそうだ。 

幸い、近年の水環境はひどい時代に比べると回復したが、一方で河川改修が進んだり、夜の街明かりの

増加など、人とホタルの軋轢はまだまだ続くようだ。 

注 当記事は、2023年5月27日開催のおおつ市民環境塾｢ホタルが住む環境 飛ぶ季節｣の内容を講師により再構成していただいたものです。 

図1  4-5月の気温とゲンジボタルの発生最盛期の関係（京都市清滝
川と銀閣寺疏水の例）。点線は大津市の2023年4-5月の平均気温 
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8月6日、大津市地球温暖化防止活動推進センターは、ピアザ淡海で「おおつエコフェスタ2023」を開催

しました。また、ブースも出展し、住宅断熱の重要性を説くとともに、希望者56人に対し、当センター発

行の小冊子「家庭の省エネ簡易診断」を用いて診断を行いました。また、ソーラーガーデンライトを用い

て太陽光発電・蓄電の仕組みを解説しました。子どもたちには手回し発電機で省エネの大切さを体験して

いただきました。簡易診断を受診いただいた

方には、仕組みやリサイクル方法を書いた解

説チラシ(図中央)付きでガーデンライトをお

持ち帰りいただきました。 

  No.7 
奥野みどり 
https://www.instagram.com/midori.window.of.opportunity/ 

 

■ 「おおつエコフェスタ」大津市地球温暖化防止活動推進センター出展ブース紹介  

右図；住宅断熱解説パネル 

https://www.instagram.com/midori.window.of.opportunity/
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上記の各実施イベントの詳細は https://otsu.ondanka.net/ または https://eco-otsu.net/ をご覧ください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

対象；おおつ市民環境塾は一般市民、自然家族事業は4歳～小学生の児童とその保護者 

参加ご希望の方は、開催の10日前までに下記までお申し込みください。特記なきは参加費不要 

☎ 077-526-7545  📧 info@otsu.ondanka.net    メールはこちら

10月14日(土) 10:00～13:00   大津市生涯学習センター（膳所城址公園向かい）  参加費500円 

おおつ市民環境塾 講座6  エコ料理教室「エコで得して 楽しく食べよう」 

環境に優しい食材や調理法で、簡単ながらバラエティー豊かな料理を作ります。初心者歓迎。 

11月12日(日)   9:40～12:30  膳所市民センター玄関（膳所城址公園向かい） 参加費1,800円 

おおつ市民環境塾 講座7  まち歩き「膳所地区散策」 

城下町を忍ばせる膳所地区を巡り、国指定重要文化財の蘆花浅水荘や膳所焼美術館も訪れます。 

11月18日(土) 10:00～12:00  瀬田公園体育館前第1駐車場（瀬田6丁目）予備日11月19日 

おおつ市民環境塾 講座8  体験学習「秋の自然観察会」 

講師の案内で豊かな自然に恵まれた瀬田公園を散策し、さまざまな動植物を観察します｡ 

11月25日(土) 10:00～12:00  春日山公園（堅田駅西）予備日11月26日 

自然家族事業  里山の日2 「ドングリをひろって遊ぼう」 

自然の中で、ドングリひろいをしたり、ドングリゴマやクリスマスリースを作ったりします。 

12月2日(土) 14:00～16:00   ふれあいプラザ（浜大津） 

おおつ市民環境塾 講座9  講演会「プラごみゼロを目指す亀岡市の取組」 

亀岡市環境先進都市推進部環境政策課副課長 名倉真也氏の講演 
 

■ イベント案内 10月～12月       

データで見る 
温暖化 ⑭ 
 

国内3地点 

8月上旬の 
日最低気温旬平均 
5年移動平均 
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■ 当センター主催の市民参加イベント報告 4月～7月 
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